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町
民
待
望
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

そ
の
誕
生
か
ら
20
年

1911（明治 44）年 1 月 21 日、北海道虻田郡倶知安村（現倶知安町）に生
まれる。北海道庁立倶知安中学校（現倶知安高校）卒業、1930 年東京美術
学校（現東京藝術大学）西洋画科入学。在学中に「納屋」（1933 年）が帝
展に入選。卒業後、福沢一郎らと出会い「美術文化協会」などの結成に参加。
戦時中は、軍の命令により戦争記録画を制作する。戦後は、郷里倶知安に戻
り、「全道美術協会（全道展）」の創立に参加。1958 年、「麓彩会」を創立。
60 歳を超えてから訪れた中国、チベット、インドで創作の新境地を切り開く。

　
「
町
に
文
化
施
設
を
増
や
し
た
い
」

町
民
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
博
物
館

建
設
構
想
は
、
平
成
3
年
に
開
基
百

年
事
業
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
後

に
、
町
民
に
よ
る
「
町
内
在
住
の
画

家
小
川
原
脩
の
作
品
を
後
世
に
残
そ

う
」
と
い
う
動
き
の
一
方
で
、
周
辺

の
町
で
美
術
館
建
設
の
計
画
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
館

を
結
ぶ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
参
入

に
対
す
る
期
待
と
と
も
に
、
美
術
館

建
設
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
町
は
美

術
館
建
設
構
想
へ
と
動
き
出
し
ま
し

た
。

　

以
降
、
建
設
地
の
特
定
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
、
小
川
原
脩
記

念
美
術
館
は
、
町
民
の
安
ら
ぎ
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
若
手
芸
術
家
の
育

成
や
文
化
活
動
の
活
性
化
の
他
、
観

光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
な
ど
、
町

民
の
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
を
受
け
、
平

成
11
年
11
月
3
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

倶
知
安
の
風
土
と
自
身
の
経
験
か

ら
、
独
自
の
画
風
で
多
く
の
作
品
を

生
み
出
し
た
小
川
原
脩
。
そ
の
名
を

冠
し
た
美
術
館
は
、
今
年
で
開
館
20

年
を
迎
え
ま
す
。

　「小川原脩記念美術館友の会」は、同
館を応援する人たちの集まりで、小川原
作品の所蔵調査などを行う他、週に一度、
館内において、情報交換をしています。
誰でも気軽に加入できますので、興味の
ある方は美術館へ。 髙 橋  宏 幸 さん

小川原脩記念美術館友の会
会 長

　

入
口
か
ら
長
い
廊
下
を
抜
け
、
扉

が
開
く
と
そ
こ
に
は
、
ま
る
で
一
枚

の
大
き
な
絵
画
の
よ
う
な
羊
蹄
山
の

あ
る
景
色
が
待
っ
て
い
ま
す
。
美
術

館
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
か

ら
、
非
日
常
の
空
間
へ
。
そ
こ
で
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ぼ
ん
や
り

と
外
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
だ
け

で
、
日
々
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
美
術
館
で
は
、
絵
画
鑑

賞
だ
け
で
は
な
く
、「
何
も
し
な
い
」

と
い
う
過
ご
し
方
も
お
薦
め
で
す
。

　

こ
の
町
に
美
術
館
が
で
き
て
か

ら
、
美
術
を
好
き
な
人
が
近
く
に
多

く
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
方
々
と
知
り
合
い
、

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
で
知
識
の
幅
や

人
と
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

小川原脩記念美術館友の会 とは？

特 集

「
何
も
し
な
い
」
が
で
き
る
場
所

そ
こ
は
特
別
な
世
界

映
画
や
音
楽
、
お
話
し
も

毎
週
土
曜
に
は
催
し
が

同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
や

多
く
の
知
識
と
触
れ
合
う
機
会

誰
に
と
っ
て
も
充
実
の
時
間

ま
ず
は
足
を
運
ん
で
み
て

　

こ
の
美
術
館
で
は
、
各
種
展
覧
会

の
他
、
映
画
の
上
映
や
各
地
で
活
躍

す
る
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ

ン
ト
を
主
に
土
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
私
が
最
も
お
薦
め

し
た
い
の
は
、
館
長
や
学
芸
員
の
解

説
付
き
で
美
術
を
学
ぶ
講
座
「
土
曜

サ
ロ
ン
」
で
す
。
初
心
者
に
も
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
す
の
で
、
美
術
に

少
し
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
に
は
、

ぜ
ひ
行
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

誰
で
も
、
子
ど
も
の
頃
は
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
な
は
ず
で
す
。
し
か

し
、
成
長
と
と
も
に
、
何
か
の
き
っ

か
け
で
「
美
術
」
と
い
う
も
の
に
壁

を
感
じ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
絵
画
に
な
じ
み
が
な
い
方
や
、

美
術
館
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
方
で

も
、
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
な
ら
、

き
っ
と
自
分
に
合
う
楽
し
み
方
が
見

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
美
術

館
と
い
う
空
間
を
楽
し
む
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　小川原脩記念美術館には、美術を難しいと感じる方でも楽しむことが
できる “ 秘密 ” があります。「小川原脩記念美術館友の会」の髙橋宏幸
会長に、話を聞きました。
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特 

集

　小川原脩の作品は、北海道立近代美術館をはじめとする
美術館、官公庁や学校などさまざまな場所に所蔵されてい
る一方で、これら作品をまとめて紹介する機会は、30 年
来ありませんでした。今回、開館 20 周年を迎えるにあた
り、普段当館では見ることのできない作品を中心に展示し
ます。激動の時代とともに変容する小川原作品の世界を、
この機会にぜひご堪能ください。

小川原脩記念美術館（北 6 東 7）
■開館時間／ 9 時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
■休館日／毎週火曜、年末年始、展示替え期間不定休
■観覧料／一般 500 円、高校生 300 円、小中学生 100 円
　（10 名以上の団体料金は、一般 400 円、高校生 200 円、
　小中学生 50 円）
問小川原脩記念美術館☎ 21 ー 4141

　犬、空、雲、土・・・見えてきたでしょうか。
まずは、「犬」に注目してみましょう。犬が
何匹見えますか。1、2、3・・・と数えてい
きます。

　次は場所に注目し、どのような特徴が
あるか挙げてみます。空の色は、雲の形
は・・・遠くには何が見えますか。かす
かに光が差しているようにも見えます。

　次は、この絵のストーリーに迫ります。この犬たちは、
どこかに行く途中なのか。遠くの仲間を呼んでいるのか。
鑑賞に不正解はありません。作品とじっくり向き合うこと
で、見えなかったものが見えてきたり、新たな物語が見え
てきたり。絵の外側の風景が見えてきませんか。

　馬・犬・大白鳥など動物たちを生涯題材とした小川原脩。戦争画制作に協力し
た姿勢に対し、画家仲間から非難を受けた経験から「個」と「群れ」というテー
マの追求は始まります。特に、群れの中での怒り・悲しみ・孤独の表情をした犬
たちは重要な役割をもって描かれましたが、1979 年の自身への赦

ゆる

しともなった
中国への旅行以降、解き放たれたように清々しく穏やかなものへと変わり始め、
本作はその変容の時期に描かれた一点です。

　この犬たちは、それぞれ何をしているのでしょう。
歩いている犬、遠吠えをしている犬、こちらを見て
いる犬、遠くを見ている犬・・・視線の先には何が
あるのでしょう。

　まずは、作品の題名や説明を見ることなく、この
絵を見てみましょう。何も難しいことはありません。
作品を通して対話を自由に楽しみながら、この作品
の世界に入り込んでみませんか。

　変化に富んだ後志の風景や豊
かな自然に目を向けたこの地域
出身の画家のように、子どもた
ちにも「ふるさとの姿をよく見
てほしい」、「絵を描く機会を
持ってほしい」との願いから始
まった小学生向けの絵画コン
クールです。現在、試験的に対
象を中学生まで広げており、描
き続けることを応援します。

　小中学生が図工や美術の授業
で、鑑賞に取り組む手助けをし
ます。美術館で作品を見ること
だけではなく、時には出前授業
として作品を学校に持って行く
ことも。複数人で話しながら作
品をじっくり見ていく「対話に
よる鑑賞」を行う子どもたちは、
互いの意見を受け止めながら、
作品の意味を見いだします。

　指導経験豊かな講師を招き、
描くことや作ることを「遊ぶ」
ワークショップを開催していま
す。丸や線を描く単純な作業か
ら始まり、塗る・切る・貼るな
どを通じて、自由な発想を丁寧
に引き出してくれる題材が魅力
です。子どもだけではなく、大
人が取り組むことで、新たな気
づきがあるかもしれません。

1
2

3
4

　

美
術
作
品
を
見
た
時
に
受
け
る
印

象
や
と
ら
え
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
自
身
の
感
じ
方
と
他
人
の
そ
れ

が
必
ず
し
も
同
じ
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
美
術
に
触
れ
る
こ
と
は
、
多
様

な
個
性
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
力

の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
素
朴
な
美
術
館
が
で
き
れ
ば
い

い
。
絵
は
、
描
き
た
い
人
が
描
く
よ

り
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち

を
子
ど
も
た
ち
に
か
き
立
て
る
よ
う

な
、
敷
居
の
高
く
な
い
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
生
前
の
小
川
原
脩
は
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
遺
し
て
い
ま

す
。
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
で
は
、

そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
に
美
術
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

8 月 31 日まで  小中高生は観覧無料！

（水口倖那さんの作品）


